
  

 
  

 

     

令
れ い

和
わ

４ 年
ね ん

４ 月 号
がつごう

 

愛
あい

知
ち

県
けん

立
りつ

岡
おか

崎
ざき

聾
ろう

学
がっ

校
こう

 

 

 

 

  新
しん

入
にゅう

生
せい

のみなさんは、これから始
はじ

まる学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

に期
き

待
たい

と不
ふ

安
あん

でいっぱいのことと思
おも

います。今
こん

年
ねん

度
ど

も引
ひ

き続
つづ

き、新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

予
よ

防
ぼう

対
たい

策
さく

を取
と

りながらの給
きゅう

食
しょく

となりますが、みなさんが安
あん

心
しん

して給
きゅう

食
しょく

を食
た

べら

れるよう、衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を徹
てっ

底
てい

し、心
こころ

を込
こ

めておいしい給
きゅう

食
しょく

作
づく

りに努
つと

めていきます。１年
ねん

間
かん

よろしくお願
ねが

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

今
こん

 月
げつ

 の 目
もく

 標
ひょう

  給
きゅう

食
しょく

のきまりを守
まも

ろう 

しょく   いく                              

いく 

がつ 

教
きょう

室内
しつない

の換
かん

気
き

、 机
つくえ

の上
うえ

の

片
かた

付
づ

けなど、 食
しょく

事
じ

の環
かん

境
きょう

を

整
ととの

えましょう。 

 

給 食
きゅうしょく

の前
ぜん

後
ご

に、せっけんで 

きれいに手
て

を 

洗
あら

いましょう。 

 

給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

は

必
かなら

ず健康
けんこう

 

チェックをし、 

きちんと 

身
み

じたくを 

整
ととの

えましょう。 
 

感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを込めて「いただき

ます」「ごちそうさま」のあいさ

つをしましょう。 

姿勢
しせい

よく、前
まえ

を向
む

いて静
しず

かに

食
た

べましょう。 

 

食
た

べているときは、しゃべったり立
た

ち歩
ある

いたりしないように 

しましょう。 

 

帽
ぼう

子
し

…髪
かみ

の毛
け

が出
で

ないように帽子
ぼうし

をかぶる 

 
髪
かみ

が長
なが

い人
ひと

は

結
むす

びましょう 

 
手
て

…手
て

はせっけんできれいに洗
あら

う 

 
爪
つめ

は 短
みじか

く切
き

って

おきましょう 

ましょう 

 

マスク…マスクで鼻
はな

と口
くち

をおおう 

 

白
はく

衣
い

…清潔
せいけつ

な白衣
はくい

（エプロン）を身
み

に着
つ

ける 

 
ハンカチ…清潔

せいけつ

なハンカチを用意
ようい

する 

 

保
ほ

護
ご

者
しゃ

のみなさまへ 

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は「主
しゅ

食
しょく

」と「副
ふく

食
しょく

」と「 牛
ぎゅう

乳
にゅう

」の組
く

み合
あ

わせです。果
くだ

物
もの

やデザートが付
つ

く日
ひ

もあります。 １
いち

日
にち

に必
ひつ

要
よう

な栄
えい

養
よう

量
りょう

の 1/3程
てい

度
ど

を摂
と

るようにしていますが、家
か

庭
てい

で摂
と

りにくいカルシウム、ビタミン類
るい

、鉄
てつ

分
ぶん

については、 １
いち

日
にち

に必
ひつ

要
よう

な量
りょう

の

1/2程
てい

度
ど

を基
き

準
じゅん

にしています。本
ほん

校
こう

では、一
いち

汁
じゅう

二
に

菜
さい

を基
き

本
ほん

として、たくさんの食品
しょくひん

を使
つか

いバランスが取
と

れるように工
く

夫
ふう

して

いますが、御
ご

家
か

庭
てい

においても、毎
まい

月
つき

配
はい

付
ふ

する献
こん

立
だて

を参
さん

考
こう

にしていただき、いろいろな食
しょく

品
ひん

を食
た

べるよう 心
こころ

がけてください。 


